
建技審証第1402号

建設技術審査証明事業（土木系材料・製品・技術、道路保全技術）
概 要 書

スパイラルアンカー
孔壁内面に目粗しを施したあと施工せん断補強鉄筋

2024年3月

建設技術審査証明協議会会員

一般財団法人 土木研究センター（PWRC）



ここで、
Vcd ：せん断補強鉄筋を用いないRC部材の単位長さ当りのせん

断耐力

Vsd ：既存のせん断補強鉄筋により負担されるRC部材の単位長
さ当りのせん断耐力

Vspad ：「スパイラルアンカー」により負担されるRC部材の単位長
さ当りのせん断耐力

Vawd ：「スパイラルアンカー」によって施工したせん断補強鉄筋を
通常のせん断補強鉄筋と見なして求められる単位長さ当り
のせん断耐力

βaw ：「スパイラルアンカー」によって施工したせん断補強鉄筋の
せん断耐力の向上への有効性を示す係数

ly ：「スパイラルアンカー」によるせん断補強鉄筋の定着長

Srb ：せん断補強対象部材の圧縮鉄筋と引張鉄筋の間隔（圧縮鉄
筋がない場合は、有効高さから引張鉄筋のかぶりと同じ分
だけ差し引く。）

d" ：背面側主鉄筋図心からスパイラルアンカーによって施工し
たせん断補強鉄筋の先端までの距離。この値は、せん断補
強鉄筋の短縮を意味するものではない。

「スパイラルアンカー」は、供用中の鉄筋コンクリート構造物を対象に、あと施工でせん断補強を行うために開発された技術
である。既設RC構造物の表面から削孔および孔壁内面に目粗し処理を施した孔内に、端部に定着体を取り付けた補強用鉄筋
の挿入と充填材を注入し、構造躯体と一体化させることによって部材のせん断耐力を向上させることが可能。孔壁内面の凹凸
と鉄筋端部定着体の拡底形状によって付着強度や引抜力に対する抵抗力および既設躯体との一体性を向上させ、あと施工によ
るせん断補強の効果を確実にする機構である。従来から難しいとされていたカルバート等の供用中の構造物に対し、内空側か
らの補強施工が可能であることや、せん断耐力のみを向上してせん断／曲げ耐力の比を改善し、構造物の耐震安全性が向上する。

技術の概要

設計法

図-1 「スパイラルアンカー」の概要

「スパイラルアンカー」で補強されたRC 部材の単位幅当りのせん断耐力Vpyd が、以下の式で算出できることを部材実験に
より確認されている。

なお、Vcd、Vsd に関しては、（公社）土木学会
「【2017年制定】コンクリート標準示方書［設計編］」
に示される算定式を用いる。

Vpyd = Vcd + Vsd + Vspad

Vspad =βaw・Vawd

βaw =1-ly/（Srb-d"）

図-2  設計に用いる「スパイラルアンカー」による
　　  せん断補強の有効率と補強対象の部材厚の関係



スパイラルアンカー
施工方法

技術の特徴

（１） 既設RC構造物の表面から所定の深さまで削孔および目粗しを行
う。削孔、目粗しは、コアドリルを用いて削孔を行う「コアボーリ
ング削孔型」と、削岩機等を用いて削孔を行う「ドリル削孔型」の
2種類がある。孔壁内面の目粗しは、コアボーリング型の場合、
目粗しビットを市販ロッドと繋ぎ合わせてコアドリルに取り付け、
削孔を行った後に目粗しを施す。ドリル削孔型の場合、削孔と同
時に目粗しを行うことが可能である。これらは現場条件（施工ス
ペース、作業環境等）により使い分ける。

（２） 充填材の注入と補強鉄筋の挿入を行う。「先注入法」と「あと注入
法」の2種類がある。「先注入法」は孔内に可塑性を有する充填材
を注入した後に鉄筋を挿入する。「あと注入法」は鉄筋を挿入した
後、グラウト注入用パイプ等を設置し低粘性の充填材を注入する。
これらは施工条件（施工向き、削孔深さ）により使い分ける。

（３） 金ゴテ等を用いて表面仕上げを行う。孔内に注入された充填材が
硬化すると補強鉄筋と削孔内部および既設構造体が一体化する。
孔内に空隙などが生じることなく密実に充填できることが施工試
験により確認されている。

図-5  目粗し処理前後の孔壁内面の違い
図-6  補強鉄筋

図-4   コアボーリング削孔型、先注入法（横向き）の
施工手順

図-3  鉄筋周りへの充填材の充填状況

(1)高い定着性能
「目粗し処理」により孔壁内面に凹凸が施され、削孔内部に注入する充填材と既設躯体との付着性能が向上する。また、孔内

に埋設する補強用鉄筋の端部に取り付けられた拡底形状の定着体により、引抜力に対する抵抗性が向上する。孔壁内面の凹凸
と鉄筋端部の定着体により既設躯体との一体性が向上し、高いせん断補強効果が得られる。

（目粗し前） （目粗し後）

図-7 目粗し処理に用いる目粗し
ビット（削孔径に応じた目
粗しビットを使用）

(2)高い施工性と品質
目粗し処理には特殊な専用機械は不要。また、可塑性を有する特殊な充填材を

用いることにより、削孔内部に予め充填材を注入した後に鉄筋を挿入する方法（先
注入法）を下向き、横向き、上向きにおいて行うことができる。これにより、型枠
等を使用することなく迅速かつ確実に充填材の注入や補強鉄筋の挿入、表面仕上
げを行うことができる。
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審査証明の結果

1. 力学的性能
(1) 「スパイラルアンカー」の定着性能
　規格降伏強度相当の定着力を確保するために必要な定着長を、定着形状、鉄筋種類、鉄筋の直径に応じて設定できることが
確認された。

(2) せん断補強後のせん断耐力
　スパイラルアンカーを用いてあと施工したせん断補強したせん断耐力の補強効果を、標準の半円形フック付きせん断補強鉄
筋でせん断補強した部材のせん断補強鉄筋によるせん断耐力寄与分に有効率を乗じたものとして評価できることが確認された。

2. 施工性
(1)施工の確実性
　背面に地盤などがあり、片側からしか施工できない部材のせん断補強に対して所要の品質を安定して確保でき、施工が確実
にできることが確認された。

(2)施工の容易性
　狭あいな空間や複雑な部位において、大型機材を用いることなく、容易かつ迅速に施工できることが確認された。

　以下の全ての条件に該当するものに適用する。

１） 既設構造物のあと施工によるせん断補強の目的で用いる。

２） 既設構造物の片側面からの補強施工に適用する。

３） 適用可能な構造物の部材厚は350mm ～ 4000mmとする。

４）  適用可能な構造物は地下・半地下構造物（浄水場施設、下水処理施設、
擁壁、カルバート等）、地上構造物（水門、堰、橋台）とする。追加され
た「スパイラルアンカー」の鉄筋はせん断補強の目的としてのみ適用し、
曲げじん性の増加を目的としてはならない。

　適用可能な鉄筋の呼び名　D13～D35

　適用可能な鉄筋種類　SD295～SD390


